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本
市
）
打
越
雅
美
（
洲
本
市
）

◆
南
あ
わ
じ
市
体
育
指
導
委
員
会

　

に
中
ブ
ロ
ッ
ク
体
育
指
導
委
員

　

連
絡
協
議
会
表
彰

　

南
あ
わ
じ
市
体
育
指
導
委
員
会

（
阿
部
茂
幸
会
長
四
十
一
人
）
は
、

相
撲
と
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
国
体
開

催
地
の
協
力
や
市
内
ス
ポ
ー
ツ
行

事
へ
の
積
極
的
な
ス
タ
ッ
フ
派
遣

な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆
山
田
智
子
さ
ん
に
近
畿
ブ
ロ
ッ

　

ク
体
育
指
導
委
員
表
彰

　

山
田
さ
ん
（
沼
島
）
は
、
昭
和

六
十
三
年
か
ら
体
育
指
導
委
員
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
女
性

へ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
へ
の
参
加
を

促
し
、
高
齢
者
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
導
入
に
力
を
注
が
れ
て
い

ま
す
。

◆
秦
尚た
か
し志
さ
ん
に
県
体
育
協
会
体

　

育
功
労
賞

　

秦
さ
ん
（
榎
列
）
は
、
昭
和

三
十
九
年
か
ら
三
原
町
の
体
育
協

会
役
員
、
昭
和
六
十
年
か
ら
平
成

四
年
ま
で
同
会
副
会
長
、
平
成
五

年
か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
同
会
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

三
月
十
九
日
、
千
葉
市
で
開
催

さ
れ
た
「
全
日
本
綱
引
選
手
権
大

会
」
に
県
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
次
の
方
が
出
場
し
ま

し
た
（
敬
称
略
）。【
選
手
】
前
川

光
代
（
津
井
）
西
田
里
美
（
同
）

葭あ
し
ま
ゆ
こ

繭
子
（
同
）
済
藤
都と

み美
（
同
）

西
岡
幸
子
（
松
帆
）【
監
督
】
西

田
圭
一
（
津
井
）【
コ
ー
チ
】
済

藤
詔あ
き
ひ
こ彦
（
同
）

　

三
月
二
十
七
日
か
ら
東
京
辰
巳

国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第

二
十
八
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水

泳
競
技
大
会
」
に
南
あ
わ
じ
市
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
所
属
す
る

次
の
方
が
出
場
し
ま
し
た
（
敬
称

略
）。
山
口
英
輝
（
八
木
小
）
田

原
衿
奈
（
神
代
小
）
吉
田
真
由
（
洲

お
め
で
と
う

沼
島
の
２
人
に
の
じ
ぎ
く
賞

勇
敢
な
行
動
で
人
命
救
助

　

出
漁
中
に
誤
っ
て
海
に
転
落
し

た
男
性
を
救
助
し
た
畠
田
源
太
郎

さ
ん
（
沼
島
）、
田
村
寅
雄
さ
ん

（
同
）
に
二
月
二
十
七
日
、
兵
庫

県
の
じ
ぎ
く
賞
が
南
あ
わ
じ
市
沼

島
出
張
所
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
人
は
二
月
一
日
の
午
後
一
時

ご
ろ
、
沼
島
沖
で
漁
の
帰
り
支
度

中
に
男
性
が
倒
れ
る
の
を
発
見
。

起
き
上
が
る
気
配
が
無
か
っ
た
た

め
二
隻
で
急
行
、
海
中
に
転
落
し

自
船
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
男
性
を

協
力
し
て
救
助
し
ま
し
た
。

　

冬
場
の
荒
天
、
強
風
と
極
寒
の

海
上
で
の
海
難
事
故
。
二
人
の
機

敏
な
行
動
と
協
力
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
た
尊
い
人
命
を
救
い
ま
し

た
。

　

梅
の
名
所
で
知
ら
れ
る
広
田
梅

林
ふ
れ
あ
い
公
園
で
、
三
月
中
旬

　児童館茶道クラブを卒業する子どもたちへ、茶道裏千家

家元から奨励賞が贈られました。３月16日、指導にあたっ

た城田育代さんから「これからも茶道を通じて思いやりの

ある心を持ち続けてください」と同クラブを卒業する４人

へ手渡しました。６年間指導を受けた尾崎愛海さんは「始

めた頃はお菓子を食べるのが好きだったが、今はお茶を立

てるのが好きになった」と話していました。

倭文小学校卒業生へ直筆の色紙をプレゼント
　倭文小学校を卒業する児童へ、卒業記念にと同校の柏木茂春校長か

ら直筆の墨絵（梅の絵）と「感謝」のメッセージの入った色紙が贈ら

れました。柏木校長も３月末で定年退職を迎えることもあり、同校へ

15号サイズの絵画と額縁（61cm× 67cm）も寄贈されました。

　墨絵と色紙は、卒業式前日の３月 22日、校長室で６年生７人に手

渡されました。柏木校長は「卒業してもふるさとを愛し、大切にする

大人に育ってほしい」と話されました。

▲蝉塚沼島出張所長（右）から伝達を受ける畠田さ
　ん（中央）と田村さん

▲児童に直筆の色紙を手渡す柏木校長 ▲奨励証を受け取る児童館茶道クラブの卒業生

児童館クラブの卒業生茶道裏千家家元から奨励証

▲瓦引き上げ性能試験機による試験

▲開花を喜ぶ緑地区老人クラブの皆さん
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御
原
中
学
校
１
年
生

慶
野
松
原
で
清
掃
活
動

し
て
松
原
海
岸
で
漂
着
ご
み
の
清

掃
活
動
を
続
け
て
い
る
御
原
中

学
校
で
は
三
月
七
日
、
一
年
生

八
十
一
人
が
落
ち
葉
を
集
め
る
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
は
昨
年
の
十
二
月

に
続
き
二
回
目
で
、
松
原
で
清
掃

活
動
や
保
全
に
取
り
組
む
「
慶
野

松
原
を
美
し
く
す
る
会
」（
岡
本

務
会
長
）
ら
と
一
緒
に
松
葉
や
苔

を
集
め
ま
し
た
。

　

同
校
の
一
年
生
は
、
総
合
学
習

の
時
間
を
利
用
し
た
環
境
教
育
と

し
て
、
美
し
く
す
る
会
や
淡
路
景

す
。

　

こ
の
日
は
、瓦
屋
根
標
準
設
計
・

施
工
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
例
示
工
法

で
定
め
ら
れ
た
基
準
風
速
最
大
の

秒
速
四
十
六
メ
ー
ト
ル
が
二
種
類

の
防
災
瓦
で
試
さ
れ
、
割
れ
や
ズ

レ
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
、「
試
験
機
の
導

入
に
よ
っ
て
瓦
の
性
能
が
数
値
で

示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
淡
路
瓦
の
品
質
の
良
さ
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
競
争
力
を
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

　

淡
路
瓦
工
業
組
合
（
福
原
幸
蔵

理
事
長
、
百
四
十
六
社
）
は
瓦
屋

根
の
耐
風
性
能
を
試
験
す
る
「
瓦

引
き
上
げ
性
能
試
験
機
」
を
導
入

し
二
月
二
十
四
日
、
組
合
員
ら
約

四
十
人
が
見
守
る
な
か
同
組
合
で

試
運
転
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
験
機
は
実
際
の
施
工
法
で
葺

い
た
屋
根
瓦
の
中
央
に
フ
ッ
ク
を

取
り
付
け
、
圧
縮
空
気
に
よ
っ

て
均
一
な
力
で
百
五
十
回
引
き
上

げ
、
加
圧
す
る
力
を
グ
ラ
フ
で
示

し
て
耐
風
性
能
を
数
値
化
し
ま

た
。

に
見
ご
ろ
を
迎
え
、
多
く
の
観
光

客
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

広
田
梅
林
は
昨
年
十
一
月
に
、

一
万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
が
拡
張

さ
れ
、
四
百
五
十
本
の
梅
の
木
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会
で
は

「
梅
ま
つ
り
」
と
描
か
れ
た
の
ぼ

り
五
十
本
を
作
成
。
三
月
四
日
に

は
、
同
公
園
の
管
理
を
受
託
し
て

い
る
緑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
（
廣
地

宏
会
長
）
役
員
ら
が
の
ぼ
り
を
公

園
内
や
付
近
の
道
路
沿
い
に
取
り

付
け
ま
し
た
。
同
役
員
ら
は
、
年

広
田
梅
林
ふ
れ
あ
い
公
園
で
「
梅
ま
つ
り
」

春
を
呼
ぶ
花
、
多
く
の
観
光
客
を
魅
了

淡
路
瓦
工
業
組
合

淡
路
瓦
の
耐
風
性
能
試
験
機
を
導
入

全
日
本
綱
引
大
会
に
出
場

観
園
芸
学
校
か
ら
、
清
掃
の
方
法

や
松
原
の
松
く
い
虫
被
害
の
状
況

を
学
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
ら
も
松

の
種
を
播
き
、
卒
業
前
に
は
松
原

に
植
え
る
予
定
で
生
育
状
況
を
観

察
し
な
が
ら
育
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
交
通
公
園
付
近
で
約

一
時
間
活
動
し
、
砂
浜
に
直
接
日

が
当
た
る
よ
う
に
約
二
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
松
林
の
落
ち
葉
な
ど

を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
、
美
し
く
す

る
会
の
副
会
長
の
久
代
勝
さ
ん
は

「
中
学
生
が
活
動
に
参
加
し
て
く

れ
て
嬉
し
い
。
松
原
を
守
っ
て
い

く
活
動
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
十
年
以
上
生
徒
会
を
中
心
と

間
を
通
じ
て
、
梅
の
木
を
週
一
回

は
必
ず
手
入
れ
し
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、開
花
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
。

　

廣
地
会
長
は
「
広
田
梅
林
は
先

代
か
ら
継
承
し
続
け
て
い
る
地
元

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
。
春
を
呼
ぶ

花
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲山田さん

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
大
会
に
出
場

▲中田市長から激励を受ける出場選手ら

体
育
功
労
者
に
表
彰

▲秦さん

▲広田梅林の梅の花

▲松葉を集める中学生


